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３章 都市景観マスタープランの目標と視点 

1 都市景観マスタープランの目標 

2 都市景観マスタープランの視点 
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1 都市景観マスタープランの目標 

 

板橋区都市景観マスタープランの目標を示します。この目標は、マスタープランの実現に向け

取り組む全ての人々が常に念頭に置くものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市景観マスタープラン

の目標と視点 
○都市景観マスタープランの目標 
○都市景観マスタープランの視点 

 

板橋区には多くの人々が暮らしています。そして都市のあらゆる機能を備えなが

ら、崖線や石神井川を代表とした豊かな自然も備えており、その景観は沢山のあら

ゆる“ひと、もの、まち”が織り成しています。これらが板橋区の大地の「歴史」

と人々の暮らしがつくってきた「個性」であり、景観づくりにおいて最も大切にす

べきことです。 

板橋区に住み働く人々が愛着と誇りを感じ、永く住み続けたいと思える魅力ある

まち、そして訪れる人々にも板橋の魅力を感じてもらえるまちの実現を図ります。

“ひと、もの、まち”がバランスよく調和した景観が将来の板橋区の姿となります。

３
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2 都市景観マスタープランの視点 

区の基本構想が掲げる基本目標と施策の方向や、区の景観の特徴・課題を踏まえ、「“ひと、も

の、まち”がバランスよく調和した景観づくり」をこの計画の目標として、次の４つの視点から

景観形成に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目   標 視   点 

調和

【視点３】暮らしのある街並み 

毎日暮らす身近な街並みの、個性と

美しさを大切にします 

【視点２】：歴史と文化 

街道や崖線上に点在する歴史的な景

観資源を大切にします 

【視点４】区民と区の協働 

区民と区が協働して景観づくりに取

り組みます 

【視点１】：特徴ある自然 

崖線や河川などの特徴ある自然を大

切にします 

“
ひ
と
、
も
の
、
ま
ち
”
が 

バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
和
し
た
景
観
づ
く
り 

“ひと、もの、まち”がバランスよく調和した景観づくり 
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４つの視点の考え方を示します。 

 

 

 

【考え方】 
区内を横断している武蔵野台地の崖線は、地形に変化をもたらし豊かな樹林地を形成し

ています。また崖線からの湧水は公園とともに生かされ、河川沿いの空間は憩いの場とし

て親しまれ、今も昔も人々の暮らしにうるおいをもたらしています。 
このような崖線や公園の「大きな緑」と、河川や崖線からの湧水などの「水」を大切に

して生態系に配慮し、自然と人々の暮らしが調和する景観づくりを行います。 
 

 

 

 

【考え方】 
街道沿いや武蔵野台地の崖線上を中心として、区内には神社仏閣などの歴史的建造物を

はじめとした歴史的な景観資源が数多く点在し、そこには人々の暮らしが息づき、個性あ

るまちを形成してきました。 
これからは歴史・文化的な景観資源を守るとともに周辺景観と調和が図られ、古いもの

と新しいものとが互いを引き立て、愛着をもって親しめる街の景観づくりを行います。 
 

 
 
 
【考え方】 

長い歴史を経て発達してきた板橋区は、住宅、商店、事務所および工場など、多くの用

途の建築物によって街が形成されています。 
建築物の建築・改修などの際には、高さ、配置、形態および色彩など、周囲の景観に配

慮するとともに、身近なところの「小さな緑」を増やして、毎日の暮らしの中にある街並

みの個性と美しさを大切にし、人々が誇りを持てる景観づくりを行います。 
 

 
 
 

【考え方】 
景観づくりが区民一人ひとりにとって身近なものとなるように、区民の意見を大切にし、

新たな活動づくりや呼びかけにより、協働する機会を大切にした景観づくりを行います。 

また協働をより発展させるため、区民以外にも町会・自治会、ＮＰＯ※6、事業者なども

「新しい公共」※7を担う主体として、景観づくりを行います。 

 
※６Ｎ Ｐ Ｏ：Non Profit Organization(ノンプロフィット・オーガニゼーション)の略。継続的に社会貢献活動

を行う非営利団体(ボランティア団体、市民活動団体、ＮＰＯ法人)のこと。 
※７新しい公共：「公共」は行政によってのみ担われるものである、という考え方ではなく、行政と市民社会の諸主

体が目標を共有し、役割分担を改めて見直しながら協働して支えるという考え方。 

【視点２】歴史と文化 

街道や崖線上に点在する歴史的な景観資源を大切にします 

【視点３】暮らしのある街並み 

毎日暮らす身近な街並みの、個性と美しさを大切にします 

【視点４】区民と区の協働 

区民と区が協働して景観づくりに取り組みます 

【視点１】特徴ある自然 

崖線や河川などの特徴ある自然を大切にします 




